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　今年の干支は「戌年」ですが、子、丑、寅で始まる干支の順番はどうして決
められたのでしょう？子（ねずみ）が、なぜ１番なのか？戌（いぬ）がなぜ１１番目
なのか？不思議ですね！そこで出てくるのが、「神様の元へどの動物が一番早
く到着するかを競争した」と云うお話。年末に神様が、こんなことを言いました。
　「元旦の日、私の元へ来なさい。到着した順に１番から１２番までの者をそ
の年の大将にする」動物たちは神様の元へ一番をめざして行くよう準備を始
めました。でも、猫はいつ行けばいいか聞き逃してしまい、ネズミに聞くと、
ネズミは一日遅れの日を教えました。牛は歩くのが遅い事を知っていたので、
みんなより早く出発しました。ネズミは牛の出発を知っていたので、楽をする
為に牛の背中に乗り神様の元へ向かうことにしました。
　早く出た牛は元旦前に到着し門の開くのを待っていました。門が開いた
時、背中に乗っていたネズミがピョンと飛び降り、門を通過して一番になりま
した。牛は二番目になったのです。それから、トラ→ウサギ→龍‥‥と次々に
到着。最後にイノシシが到着して１２番までが決まり大将選びは締め切られまし
た。戌（いぬ）は足が速かったのですが、寄り道が多くて１１番目になってし
まいました。猫はネズミに騙されて一日遅れで到着しました。
　それ以来、猫はネズミを追いかけるように！‥‥‥合掌　　ＨＫひでと
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中澤  修  さん（No.4254）
　退職後はスローライフに憧れていたようで
すが、家庭菜園をしながら、写真・造園・陶芸・
木工・竹細工等の多くの趣味に加え、里山の
環境保全活動や飛鳥歴史公園のボランティア
と日々多忙なご活躍振りです。

　初春を迎え、皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。
今年は戌年です。いぬは十二支のひとつ、これに陰陽五
行の十干が組み合わさって干支（えと）といい、その年を表
していました。今年の干支は戊戌（つちのえいぬ）。
　戌年生まれの人は、堅実で義理堅いと云われていて、

戌年にもこの傾向があり、縁起がよく、堅実な一年になる
と云われています。資格取得の勉強や何か頑張りたい事
を見つけて励むのにいい年になりそうです。

● 新年の挨拶
      　 会長　植田・北田副会長
● 戴 社長
　   新年の挨拶
● 終活セミナー
　　老後を豊かに暮らす‥‥‥
● はがきミニアンケート　
　　「今年の抱負」
● ＷＥ  ＬＯＶＥ  ＳＨＡＲＰ
　「買ってくださいシャープ製品」
● 私の近況短信 /新入会員紹介等　

干支の戌（いぬ）は
             なぜ１１番目なのか

スローライフに憧れるも
　スケジュールに
　　　　追われる日々

正月の　子供になって　見たき哉　　（小林一茶）
日本が　ここに集まる　初詣　　　　（山口誓子）

新年明けましておめでとうございます

大神神社　写真：三ツ井正之さん
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　新年、明けましておめでとうございます。
昨年末、東証1部への復帰が実現しました。
　明るい新年を迎える事が出来ました事、戴社長はじめ
社員の皆さまの頑張りに感謝申し上げます。
　戴社長は着任後、直ちに構造改革に取り組まれました。
さらに、4つの事業ドメインごとに戦略目標を定めた
中期計画を発表され、新たなガバナンス体制の下で、
ONE SHARPとして強力にグローバルに推進された
結果、早くも2017年度上期は、計画、前同を大幅に上回
る決算発表となり、V字回復への期待が高まって参り
ました。
　社友会もWe Love Sharp 運動で一層の応援をした

いと思います。皆様方のご協力をお願い申し上げます。
　さて、社友会は当時の早川会長のご提案で創られた
親睦団体ですが、シャープファンである社友会をより
大きくする為、会社のご支援も頂きながら新たな取り
組みを始めております。　
1. 会社の旬の話題や頑張っている様子をお伝えする　
　 「シャープ通信」を隔月にお届けしています。  　　
2. 会報「ゆう」及び「社友会ホームページ」の中身を見や
　 すく、各地で活躍されている会員情報の充実を計り
　 ました。
3.  パソコン、水彩画、絵手紙、デジカメ、終活セミナ
　 ー等の「カルチャー教室」を開講しました。 
さらには退職間際、退職時、退職後それぞれの時点で、
社友会への入会勧誘の出来る仕組みを開始します。
　今後とも社友会の活性化に向けて、皆様の積極的な
ご参加をお願い申し上げます。　　　　　　　
本年も会員皆様のご健康とご発展をお祈り致します。

　　　  シャープ社友会
会  長　 　 　  康  雄

新 年 の ご 挨 拶

　明けましておめでとうございます。
名実共に復活の年となった2017年、現役の社員にとって
は数年の苦労が報われた年であった思います。
　華々しく世間の耳目を集めるヒット商品は無くとも、
結果はバランス良く経営成果が出ているようです。
　ともすればメディア受けする商品に目を奪われがちで
すが、家電エレクトロ二クスの業界も私たちが競争メー
カーと覇を競った時代の環境から、競争の相手や質も変
わったようです。そんな競争の中で生き残っていきつつ
ある現状を心強く思うところです。
　ところで私たち社友会のアイデンティティーが問われ
ています。社友会も会社や世の中の変化に向き合い、魅
力のある組織としての有り方を模索しております。
　人生100年時代とも言われセカンドライフや余生その
ものの期間や過ごし方が大きく変わりつつある時代と言
えます。
　そんな時代の変化への対応のひとつとして、同好会活
動の活性化と共に昨年はカルチャー教室を開催しました。
その中で「終活セミナー」を開催しましたところ好評であ
りました。
　シャープOBには世間で一目も二目も置かれるその道
の権威が多数おられます。講師として社友会の仲間に伝
えて頂く場があればと思っております。
　懇親と共に新たな学習や社会参加のきっかけとなれば
と思いますが、いかがでしょうか。

　　　　シャープ社友会
副会長　植  田  英三郎

　　　　シャープ社友会
副会長　北  田  秀  人

　初春を心からお慶び申し上げます。
今年も社友会の皆様とシャープにとって素晴らしい年で
ありますよう心からお祈り申し上げます。今年の干支，
戌年は何か新しい事を見つけて、励むのにいい年だそう
です。
　会社時代はたいした趣味もなく、小鳥と熱帯魚を飼っ
ていたぐらいで、仕事一途の生活を送っていました。
会社を卒業してから、毎年、新しいことを始めようとチ
ャレンジしてきました。パソコンに始まり写真、絵書道、
篆刻と趣味にはまり込み、その上ジムにも通いゴルフも
月に１～２回楽しんでいます。さて、今年は何に挑戦す
るか？いま、考えているところです。
　新しいことに挑戦すると、今まで知らなかった世界が
開けます。書も篆刻もやってみると、はまり込んでしまう
楽しさを教えてくれます。それと、新しい人との出会い
があります。いくら人付き合いが多い人でも同じ目的で、
一緒に時間を共に過ごす人となると限られます。それが、
新しい趣味をひとつ持つだけで人の輪が一気に広がりま
す。生活の楽しさ、喜びが倍増します。皆さんも今年は、
戌年にあやかって新しい事にチャレンジしようではあり
ませんか！社友会にはたくさんの同好会が活発に活動し
ています。カルチャー教室も開催し多くの方に参加頂き
ました。
　今年は皆で新しい事を、我らの社友会で始めようでは
ありませんか。
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シャープ 戴社長  新年のご挨拶

シャープ株式会社
社   長　 戴   正   呉

　社長の戴正呉です。
新年、明けましておめでとうございます。
また、平素より当社の事業活動に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社は、昨年12月7日に、一昨年8月の経営基本方針で掲げた大きな目標の一つ
であり、社友会の皆様とのお約束でもある、東証一部への復帰を果たすことができ
ました。これもひとえに、社友会の皆様を始めとした全てのステークホルダーのご支援
の賜物と、心より感謝しております。本当にありがとうございます。
　新体制発足以降、シャープは社員全員の弛まない努力により、本当に大きく変わる
ことができました。売上高は前年同期に対して大幅に伸長し、利益は黒字化はもと
より、リーマンショック以前の水準にまで回復するなど、業績は大きく改善しまし
た。さらに、社員のコスト意識や仕事のスピード、チャレンジする意欲なども大幅
に向上し、また、将来の成長を支える投資や人材の獲得も着実に進展しています。
今回の東証一部復帰は、こうした実績が評価されたものであり、まさに「シャープ
復活の証」と言うことができます。
　ですが、これはゴールではなく、輝けるグローバルブランドＳＨＡＲＰの実現に
向けた一つの通過点であり、ここからが肝心です。
　今後は、次なる目標、中期経営計画の完遂に向け、事業ビジョン「8KとAIoTで
世界を変える」のもと、「人に寄り添うIoT」「8Kエコシステム」の実現に向けたトラ
ンスフォーメーションを加速し、One SHARPで、飛躍的成長をめざしてまいります。
これは社長である私の使命であり、何としてもやり遂げる覚悟です。さらに、こう
した取り組みを進める中で、東証一部の日本企業として、コンプライアンス遵守を
より一層心掛けてまいります。これにより、企業としての社会的責任をしっかりと
果たし、日本社会、さらには国際社会の発展に貢献してまいりたいと考えています。
　昨年の年初のご挨拶で皆様にお約束した通り、2017年を「シャープ復活の年」に
することができました。シャープに関わる全ての方々と、喜びを共に分かち合えた
ことを私自身、本当に嬉しく思っています。
　そして、本年、2018年は、「シャープ飛躍の年」にしたいと考えています。ただ、「飛
躍」と言っても、単に売上や収益を拡大するということではありません。当社の経
営理念に示された、「広く世界の文化と福祉の向上に貢献する」、「会社の発展と一
人一人の幸せとの一致をはかる」、「全ての協力者との相互繁栄を期す」ことができ
てこそ、「本当の飛躍」だと考えています。
　この「本当の飛躍」に向け、今後も引き続き全社一丸となって取り組み、シャープ
を、日本を代表する企業へと成長させていきたいと考えておりますので、より一層
のご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、社友会の皆様の益々のご健勝をお祈りし、新年のご挨拶と
させていいただきます。

社会的責任を全うし、
日本社会、さらには国際社会の発展に貢献します
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カルチャー教室

1回目（9月21日）
　宮崎富孝さん（No.4718　ファイナンシャルプランナー）が
講師を務められ、12名の受講者参加のもと、最初に「終活」
全体の意義と終活への準備に必要な項目についての講義
がありました。
　人生100年時代と言われる昨今、長い老後を豊かに暮ら
す知恵が大切であり、また「家族などに迷惑をかけない」の
が終活のポイントであるとの概要でした。

　具体的には老後のお金の「入」と「出」を見える化する
家計プラン（キャッシュフロー表）の作り方とサンプル
が提案されました。多くの人が何等かの方法で実践して
いることですので、関心が高く、要望も多かったので参
加者には後日EXCELシートで作成したフォーマットが
メールで配信されました。
　後半は受講者の関心の高い相続について、贈与と合わ
せて取り上げられました。
　老後の安定生活の優先と共に、相続や贈与時の税金の
問題について話が進められました。
　受講者からの質疑もあり、有意義なセミナー 1回目を
終了しました。

終活セミナー （その１）

長い老後を豊かに暮らす知恵       家族に迷惑をかけないため！
植 田  英 三 郎   （No.3095）

　今年から社友会の新しい活動として「カルチャー教室」がスタートすることになり、総
会時アンケートの結果、終活セミナーも選ばれました。講師は FPライセンスを持った会
員によるレクチャーと会員による経験談で進められました。

2 回目（10月 19日）
　前回に引き続き宮崎さんの担当で、エンディングノートと
遺言書の書き方の留意点について、14名の参加者のもと、
行われました。

　エンディングノートの効用と書く項目や書き方につ
いて、実際のサンプルも見ながら確認をして進めまし
た。また最近話題になることの多いデジタル遺品の整理
のポイントについても触れられました。
　後半は遺言書の目的や効果の話の後、遺言書の種類
や作成の手順、サンプル遺言書の例示があり、詳しく中
身の説明がありました。
　最後に今回のテーマの提案者であり、終活全般に詳
しい村木一美（No.4740）さんによる、葬儀全般の手順、
戒名を含む寺社との関連事項、お墓についての経験談
があり、終了しました。

3 回目（11月 16日）
　シリーズ最終回は同じくファイナンシャルプランナー
の植田会員（No.3095）による「高齢者の住まいと介護
施設」の講座が開催されましたが、詳細は 3月号に掲載
します。

終活への準備

老後プラン
資金計画

生前整理
遺産整理

エンディング
ノート

保　険
年　金

相　続
遺　言

葬　儀
お　墓

医　療
介　護

預貯金
株　式
不動産
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　新年の抱負を会員の方 に々お尋ねしました。
今回は50名の方の、ご協力を得て集計しています。
　尚、ここでの「抱負」とは広範囲に計画や目標、努力し
ようとする事柄を含め「抱負」としています。
「人生100年時代」を迎え更なる「健康寿命」を延ばす施
策の実践が求められている様です。
皆さんは「抱負」をたてられましたか。

・回答者の94%の方が現在､健康であり昨年の一年に満足。
・後期高齢者（75歳以上）の方が「抱負」を たてている割合は前期
　高齢者（74歳以下）より39ポイント上回っています。
・「今年こそ !」の思いより68%の方が「抱負」をたてると回答。
・「抱負」をたてる方に、お尋ねしたカテゴリ別では
  「健康保持・改善 」がトップで高齢者になる程、この傾向は強く
　なっています。

・65歳より始めた硬式テニス、サーブが中々上達しないので特
　にサーブを中心に全体的にうまくなりたい。（66歳）
・健康保持に毎日歩く事と呆け防止にハングル語講座を受けて
　います。（71歳）
・定年後発症したリュウマチの治療の一環として温泉旅行を楽
　しみ健康維持につとめる。（75歳）
・自分自身の健康維持に努めるとともに2018年秋に母の満
　100歳（百寿）の祝いを立派に実現させること。（75歳）
・第一に家内安全であること、次に野菜作り等 年相応に頑張
　ること。（76歳）
･ 先ずは健康維持だ。やりたい事柄を目標とする。範囲は広い
　がスポーツ等、ゴルフを中心にやりたい。（77歳）
・長期入院で衰えた体力の快復。自己能力の向上につとめる。
　（78歳）

・管財システム管理業務でのＩoＴモバイル端末機器、操作技
　能向上、及び精査能力の維持。（76歳）
・定年後16年続けている配食ボランティアを今年も元気で行い
　たい。（78歳）
・早寝、早起き「歩こう会」の皆勤、ゴルフのスコア維持、毎日
　の1時間ウォーク､地域活動の積極的参加 等。（81歳）
・趣味の写真撮影を通して歩行、体力増強の更なる向上を図り
　たい。（87歳）
・現在信仰する「真言密教」の習得と精進を通じて他人様への
　ご奉仕、その為に自身の人なりの向上を図るべく日常生活面
　（精神と体力）を律して参り度。（80歳）
・旅行､趣味等 計画を立て楽しみを持って人生を過ごす｡（80歳）
・老いることは楽しむことと教えてもらい社友会では「歩こう会」
　「将棋」の皆勤を目標としています。（82歳）   
   

具体的な「抱負」の内容

■回答者の年代別（50名） ■あなたは毎年「抱負」をたてていますか

■あなたの現在の健康度は

74歳以下
（22名）

74歳以下74歳以下
（22名）

75歳以上
（28名）

75歳以上

74歳以下 75歳以上

■平成29年は満足できた年でしたか
■「抱負」をたてる方のカテゴリ（複数回答）

■あなたは新年度の「抱負」をたてますか

74歳以下
（22名）

75歳以上
（28名）

44.0% 75歳以上
（28名） 56.0%

6名（27.3％）

3名（10.7％）

7名（25.0％）

0名
16名（72.7％）

18名（64.3％）

1名（4.5％）

3名（10.7％）

7名（31.9％）

11名（39.3％）

14名（63.6％）

14名（50.0％）

100％

89.3％

95.5％

89.3％

27名

14名

10名

9名

8名

8名

8名

7名

6名

3名

たてている

たてる

たてる

たてている

特にたてていない

特にたてない
特にたてない

特にたてていない18.2%

45.5%
21.4%

54.5%
78.6.%

57.1%

81.8％

42.9％

健　康
まあまあ健康
不健康

健　康
まあまあ健康
不健康

満足できた
まあまあ満足
不満足

満足できた
まあまあ満足
不満足

健康保持・改善

趣　味

交友関係

自己能力向上

家　族

日常生活

ボランティア

旅　行

仕事・アルバイト

孫との関わり

はがきミニアンケート 「今年の抱負」
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川 西 眞 人 さん （No.3756）   
　昨年４月で７０歳になり会社勤めを卒業。現在｢公｣で
は個人事業家として技術コンサルティング業務で活動｡
｢私｣では念願であった社友会の｢歩こう会｣に入会､半年
前から参加し楽しく愉しい時間を過ごせています。

中 山 一 敏 さん （No.6336）
　卒業後ＨｕｇＫｕｍｕ株式会社を起業。
「農家のせがれ」：幼児と共に土に触れ一年を通して米
　　　　　　　　や野菜を土作りから収穫までを食育。
「科学のせがれ」：ロボットプログラミングの教育。
　　　　　　　  日々  孫世代とふれあい、楽しんでいます。

北 出 孝太郎 さん （No.1829）   
　喜寿を迎え元気です。現役時代にしなかった料理・囲
碁・パソコン・大学受講・考古学など毎日楽しんでいます。
又､お酒の友にＳＰコンピュータ・情通営業・ＳＳＰのＯＢ
会に出席し近況を語り合い新時代の対応に備えている。

船 越 昭 彦 さん （No.2809）
　平成１５年に退職、前年の大病克服の為、適度のウォ
ーキングと詩吟の稽古を続けています｡中国･日本の漢詩
(絶句・律詩)の詩文を咀嚼し、声高く朗詠する難しさは
有りますが時 ､々競吟大会に出て励んでいます｡

玉 置 憲 治 さん （No.3769）   
　シャープ㈱を卒業し11年目､今はシルバー大学､自治
会長､ウォーキング､野菜作り､ボランティア活動､会社関
係の方､学生時代の方達との飲み会 等､忙しい日々 を過
ごしていますが緑内障を患い目だけが唯一不調です｡

野々田  守 さん （No.5634） 
　ケインズの時事経済の勉学と定年後に取得した船舶
免許で近畿の海の駅をレンタルボートで海上散歩､また
同好会の｢歩こう会｣にて同期入社の仲間と月１回のわい
わいガヤガヤのウォーキングを楽しんでいます。

入 江 八 郎 さん（No.1044）  
　退職後、20年間 総じて平々凡 と々過ごしています。
その中で週１～２回 歩け協会行事に参加して15Ｋｍ程度
のウォーキングと梅田のピアノ教室で週１回のレッスンを
受けています。
上達困難ですがボケ防止の為に今後も継続予定です。

宿 利 英 俊 さん（No.2269）  
　熟年いきいき事業の熟年大学受講生として参加を始
め、3年目からスタッフとして講師のお手伝いも始めまし
た。クラブ活動のゴルフ部は３チーム出来て各々が活動
しています。今ではその一つの会長として5年になります。 

中 野 良 昌 さん（No.1179）
　小学校4～ 6年の一つの授業の中で｢昔の子供遊び｣
があり､その中の将棋をボランティアで指導していました
が今は辞め大好きな将棋を町内の仲間と楽しんでおりま
す。時折､旅行 等、日々 のんびりと楽しく過ごしています。

湯 浅 義 彦 さん（No.5789）  
　退職後、地域との繋がりを大切にを心掛け、地域のボラ
ンティア活動での子供見守り隊や小学生の下校指導員
に参加しています。子供との会話、年輩の人 と々の会話
を通じて、学ぶ事など新しい刺激を受け、過ごしています。

あの人は今 ・・・ 会員の皆様からお寄せ頂いた個人の近況をご紹介します。
　（紹介してほしい人がいれば編集室まで） 

◎同好会へのお試し参加は下記へご連絡下さい。
◎連絡先‥‥‥ シャープ（株） シャープ社友会 事務局
　　　　　　　　 　06－6794－8850（直）

編集室から

所 属  会員番号　   お  名  前  　年齢　     ご 逝 去 日

◆ご冥福をお祈りします
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1410
3334
2821
386
5212
610
987
2592
4528
1031
5569
1045

78
88
74
87
69
83
80
74
69
80
66
80

♥ 新陳代謝を高める「しっかり汗かき運動」の実践を！！
　　新しい年を迎え、家族や支えてくれた周囲の人々に感謝し、今年
　も健康第一で、充実感が味わえる年にしたいものです。
　世界保健機構（ＷＨＯ）が2016年発表した統計によると世界一の
　長寿国は前年同様、日本で男女平均が83.7歳だった。
　　健康寿命の世界1位も日本で74.9歳だったが、平均寿命と健康寿
　命の差が約10年あり、日本以外の国では寝たきり期間が７年程度に
　対し、日本男性では9.2年、女性では12.7年と、こちらも世界一になっ
　ているらしい。
　　何れにしても健康寿命を如何に伸ばすかが大切なのです。
　歳を重ねると老化との闘いで「体力・筋力」が弱くなり、運動不足に
　なって、不健康の引金になります。特効薬はありませんが、「新陳代
　謝」を高める「しっかり汗かき運動」が良いとされ、老廃物や余計な水
　分を排出し、新陳代謝が上がり免疫力や体力保持に効果があるとさ
　れています。
　　日常習慣として、「しっかり汗かき運動」を実践しましょう。（F.N）

2017/10/ 1～11/30日 

 ～２０17/10/1～11/30日迄

社友会新入会員

＊印は届け出の遅れた方

東京
東京
本部
栃木
広島
本部
本部
栃木
本部
本部
広島
本部

平 井      博
朏 島  孝 司
大 谷  龍 造
中 村  義 雄
髙 橋  京 子
嶋 田  隆 治
池 岡  昌 彦
松 沼  勝 重
津 田  勝 義
山 田  泰 介
冠 野      隆
後 藤  成 人

平成29年  8月26日
平成29年10月  6日
平成29年10月14日
平成29年10月23日
平成29年10月23日
平成29年11月  4日
平成29年11月  5日
平成29年11月15日
平成29年11月15日
平成29年11月18日
平成29年11月21日
平成29年11月24日

＊

所 属   会員番号　   お  名  前  　

山 﨑　　明
斉 藤　謙 一
石 橋　章 弘
田 中　莊 介
谷 本　啓 介
坂 本　達 明

本  部
本  部
本  部
本  部
広  島
栃  木

6625
6626
6627
6628
6629
6630

社友会で楽しいライフワークを‥‥

いつまでも
元気で
趣味を生かして
愉快に楽しく
遊ぶ



■写真撮影あれこれ
　定年退職して、あっという間に９年が過ぎました。
在職中は時間的な余裕がなく、これといった趣味もなく過ご
していたので、退職後の過ごし方を考えなければと、昔趣味
にしていた写真を撮りたいと考え、富士山撮影をライフワー
クにしようと思い付きました。
　当初家内と一緒に、富士山麓に行き、家内は周辺の観光
を、その間富士山を撮影をしていましたが、回数を重ねる内、
気兼ねがないように一人でいくようになりました。
　魅力的な被写体ですが、１週間ほど行っても１度も見れな
い事もあり、手持無沙汰が生まれる為、他の被写体も必要
になり、友人より野鳥の撮影を進められ、これに没頭してい
きました。
　野鳥の撮影は面白いのですが、被写体が遠く高価な超望
遠レンズが必要になり、購入したものの成果が上がらず、結
局腕がないことを痛感させられました。
　今は鉄道写真やお城・寺院・町並み等、範囲を拡大し
て楽しんでいます。

■造園技術の習得と家庭菜園
　庭木が手付かずの伸び放題で、家内より剪定を催促され
ていたこともあり、うまく剪定が出来れば、余暇を利用して
小遣い稼ぎになると思い、高等技術専門学校を受験し、半
年間種々の技術を習得しました｡
　また家庭菜園では近くの畑を100坪程借用し、旬の野菜
を年間６０種類ほど栽培しています。
　毎年同じ時期に同じ種類の野菜を、栽培するのですが、
その年の温度や雨量等、気象の影響で出来栄えが大幅に
変動し、栽培の難しさを痛感しています。
　時間的な制約もありますが、愛情もって育てることで、成
果が出るのが面白く、大病後体力的に厳しい面もあるので
すが、挑戦し続けてます。

■里山の環境保全活動
　私は専門学校のOBで運営している緑友会に所属してい
ます。この会は県が管理している数ある風致地区（西ノ京
地区、天理地区。桜井穴師地区等）で所有者の高齢により
放置された里山を県から委託され、柑橘類・柿・梅・栗・
竹林の管理、下草刈り、剪定、間引き、肥料やり、防虫剤の
塗布等の、環境保全活動を行っています。
　また西ノ京地区では、地元幼稚園児と共同で、花壇・
さつまいもの植え付け、収穫などの作業を行っています。
　柑橘類・柿・梅・栗・タケノコ等、収穫のお相伴に与か
り季節を楽しんでいます。

■陶芸・木工・竹細工
　元職場の同僚に勧められた、陶芸は先輩からの教えもあ
りましたが、ほぼ独学で上達しません。形の面白さ、釉薬の
焼くたびに変化する難しさ等が魅力でひたすら造り続けてい
ます。中々家内からは食器として採用してもらえませんが・・・
　木工は孫のベビーベットに始まり木馬・物置倉庫等を作
りました。ベビーベットは４人が利用し好評でした。
　その他、門松の作製や干支の竹細工、毎年４月末に石舞
台古墳の周辺で開かれる「アースデイ」への緑友会ブース
で配布する竹細工作製等を行っています。

■飛鳥歴史公園ボランティア養成講座の受講
　昨年、4月より国営飛鳥歴史公園の里山保全、ボランティ
アガイド等が出来るよう受講しています。
　飛鳥の歴史・文学、植物や動物、染色、クラフト、里山
作り等、高松塚・甘樫丘を中心に現地研修座学など多岐に
わたって学習しています。

「ぬれ落ち葉族」にならない様にと始めた多くの趣味に没頭
してしまい、退職後はスローライフを楽しもうと思っていまし
たが、日々憧れつつも予定に追われながら、気忙しく過ごし
ています。

中 瀬 　修 さん （No.4254）
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スローライフに
憧れるも
スケジュールに
追われる日々

備中　松山城
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	3ページ
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